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ヒョウモンダコが漁獲されました
　ヒョウモンダコというタコをご存じでしょうか。主に南日本のサンゴ礁域に生息する小型のタコで、本州沿岸に生息するイイダコと同程度か若干小さいタコです。昨年の冬に管内漁業者の方から、カゴに珍しいタコが入ったとのことで連絡をいただき確認したところ、このヒョウモンダコでした。南方系のタコですが、三重県沿岸でも見つかることがあります。
　小さいながらも、口の唾液腺から猛毒を分泌します。噛まれると大変危険な生物で、過去には死亡例もあるとのことですので、種類の分からないタコを見つけた時には、むやみに触らないよう注意しましょう。
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通常の状態
　これがヒョウモンダコです。興奮していない状態なので、地味な茶褐色をしています。外套長（目から頭のように見える部分の先までの長さ）は3センチ程度です。外套膜（頭のように見える部分）の先端はとがっており、細かい突起が出ています。
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ヒョウ柄が出た状態
刺激を与えて興奮させると、コバルトブルーのヒョウ柄模様が現れます。これが名前の由来とのことです。小さいタコですが、腕の付け根にある口の唾液腺から分泌する毒は、大変危険なので注意が必要です。
毒のある生物の体色に目立つ色のものが多いのは、毒があることを外敵に認識させた方が、襲われにくく、生き残る可能性が高いからだと言われています。
